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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜新患情報＞

木立　恵利子様（５４）　５月１１日（月）　9：30来院、診察予定　　窪田Dr

　現在の夫が小売業であり、転勤が多く、引っ越しを繰り返していた。48歳頃津軽市→五所川原市への引っ越しを機に「皆殺し」等と言った幻聴が出現。我を無くし叫び、夜間不眠、食事摂取も困難となり5～6ｋｇ程の体重減少あり青森市内のつくしが丘病院（栗林Ｄｒ）受診。1回の入退院歴あり。退院後は1ヶ月半に1回程度の通院を継続。本人は“神様にお祈りして…天理の方に3ヶ月位通い、立ち直った”と話している。（本人は病状悪化時の事について「あまり話したくない」「紹介状には書いていくんじゃないかな？」と詳細については話したがらず）以後も状態は安定していた。本人が上記状態となり夫の転勤は5年程免除されていたが、状態が安定していた事からＨ27.3月末に八戸市へ転勤となる。アパートに入る事で周囲へ気を遣い調子が悪くなる事が多いと話し、現在軽度の不安感・軽度の幻聴があるが、頓服薬を使用する等し対応していた。食事・夜間の睡眠は問題なし。

今回八戸市へ転居となり、精神科への受診継続の為当院へ受診相談に至る。

石田　隆彦様（３７）　５月１１日（月）　9：30来院、10：00診察予定　窪田Dr

　2年前から、会社で直属の上司（1名）からパワハラを受けるようになる。毎日酷い時には朝から夕方までずっとパワハラを受けながら仕事していた。その上司は社員全員にパワハラをしており、パワハラを受ける原因は特に思い浮かばないが、特に本人様が強く受けていた。みんながいる前で注意していたが、1ヶ月前からは一人でいる特に注意を受けるようになっており、内容としては理不尽な事を注意されるという。その事をきっかけにフラツキ、手足の痺れ、時折夜間入眠困難といった症状が出現し、ずっと継続し、仕事上での小さなミも頻発し、仕事中に体が動かなくなるといった事もあった。４月30日仕事（郵便局の営業）を終え、やっとの思いで帰宅した所、歩けない状態になり、根城にある休日夜間診療所を妻様に付き添われ受診。眩暈止めの注射施行してもらい、眩暈止めの内服薬が処方され、耳鼻科受診勧められ帰宅。5月1日高木クリニック受診。耳・鼻共に特に問題ないが、発作性眩暈症だろうと言われ、内服薬（眩暈止め、血液サラサラにする薬と言われた、他もう１種類はわからない）が処方され、内服している。5月3日仕事に出勤したが、２、３時間程で眩暈が出現し帰宅。5月7日8日は欠勤し、他の職場の上司に精神科受診勧められ当院へ受診相談される。

石田　善明様（６１）　5月12日（火）　11：30来院、診察予定　深澤Dr

　出生時より知的障害を有していた様子だが､これまで両親の援助のもと生活を継続してきた事もあり､障害関係のサービス、精神科受診歴や診断を受けた事がない。学校卒業後､東京都へ出稼ぎ（大工関連、寮に住み込みで､食事等の生活支援を職場から受けていた）に行き､生計を立てていた。認知症に罹患した父親が､本人が失踪したと思い込み､何度も捜索願を出した事を機に､40歳頃に帰郷。以後､両親と同居し､生活をしていた。ガスを扱えない等生活能力が低度であった事もあり､就労する事なく自宅で母親の援助を受けながら暮らしていた。H10年に父親が死去。H21年に母親が老衰にて死去した後より単身生活を開始。しかし､生活能力が低度で食事を作る事も出来ず､近隣に住む姉より強力な援助を受けて生活を維持していた。また､掃除も出来ない事から自宅は荒れており､劣悪な環境で生活していた。H27.4.5夜より外で過ごし､翌6日朝､意識混濁状態となっていたところを発見され､五戸総合病院へ救急搬送し､同日､同院内科へ入院。低体温､脱水症状も認められ､点滴療法･薬物療法を開始。今回､同院にて退院を検討した際､自宅にて単身生活が困難であると判断され､姉と相談し五戸町役場へ施設入所について相談。精神科にて診断を受けなければサービス受給が出来ない（障害福祉サービスにおける施設入所の為､医師の意見書や障害の診断が必要）ことから､当院へ受診相談がある。

栗村　香織様（４１）　5月12日（火）　11：30来院、診察予定　伊藤Dr

　Ｈ26年6月実父の「認知症」発症と入院が重なり仕事を欠勤しなくてはならない事が増えた。年末、業務量が増える為忙しいのだが、子供がマイコプラズマ肺炎に罹患し、続けて自分が肺炎になり、2週間欠勤してしまう事になった。仕事での欠勤が増えた事に対し、上司より「この先を考えたほうがいいのでは？」と言われ父親の介護に専念しようと仕事を退職。退職後は父親の介護に専念していたが、認知症だとわかっていてもﾁｸﾞﾊｸﾞなことを言われると怒ってしまう自分がいた。自分が怒ると父親が反応し状態が不安定となるため、都度自己嫌悪に陥っていた。実母にも「そんなに怒るなら面倒見なくてもいい」と言われることがあった。今年2月3月と実姉、兄が県外より帰省。父親の面倒をみんなで見る機会があった。姉、兄が県外へ戻った後実母は「あの二人が地元にいてくれたら」とつぶやいたのを聞いて、自分の存在価値がないように思えたという。介護をしようと決めたはずなのに怒ってばかりいる自分がどうにもできなくなったと話す。このことに加え、夫は以前からパチンコをする人で、小遣い内でやることができていた。しかし、本人はパチンコにいいイメージを持つことができず小遣いを減らし、なるべくやらせないようにしていたが夫から「小遣い内でやっているのに自分の趣味まで奪うのか」と言われたことがあった。2月夫がこれまで社員食堂で350円/食の昼食をとるため、10日に1回3500円を渡していたのだが、夫婦の会話の中で180円/食であったことがわかり、残ったお金をパチンコに使っているんではないかと考え、とても裏切られた気持ちになった。しかし、こういう風に夫を追い詰めているのは自分かもしれない、と考えるようになる。父親のこと、夫のことを誰にも相談できず意味もなく苛々することや、泣きたくなることが増えるようになる。精神的に不安定であることを夫に相談するも、「心が弱いから」といわれた。夫に言われたことで、自分は弱い人間なんだなぁ→いなくてもいいじゃないか→死んだ方がいいのではないか（行動に移すことはない）…と考えが悲観的になっていしまい、夜間の睡眠も不安定となっている。これらのことから、症状改善目的にて当院へ相談が入る。　

